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効果的かつ負担の少ない医療現場における感染対策の徹底について 

 

 

今般、厚生労働省より各都道府県等衛生主管部（局）宛に標記の事務連絡がな

され、本会に対しても日本医師会を通じて情報提供がありました。 

本件は、医療現場における新型コロナウイルス感染症に関する感染対策につい

て、「フル PPE（マスク・手袋・帽子・ガウン）を必須としたり、病棟単位のゾー

ニングの施設が多い」や、「時間・空間的分離を厳格に実施している外来施設が

多い」など、「効果的かつ負担の少ない医療現場における感染対策について」（令

和４年７月１日付福県医発第 951 号（地））の内容が十分に浸透していない旨の

指摘を踏まえ、以下の点などについて改めて周知をお願いするものです。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、貴会会員

への周知方よろしくお願いいたします。 

 

 

記  
 
 
・外来でコロナ疑い患者を診療する場合は、インフルエンザ流行時に準じた対

応（空間的時間的隔離、換気、マスク、優先診察などによる対応）が可能で

あること 

・様々な状況に応じた個人防護具の選択 

・病棟単位のゾーニングを行わなくても、病室単位でのゾーニングによる柔軟

で効率的な病床の活用が可能であること 



日医発第 892号（健Ⅱ）（地域） 
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効果的かつ負担の少ない医療現場における感染対策の徹底について 

 

今般、厚生労働省より各都道府県等衛生主管部（局）宛標記の事務連絡がなされ、

本会に対しても情報提供がありました。 

本事務連絡は、「効果的かつ負担の少ない医療現場における感染対策について」（令

和４年６月 21 日付日医発第 605 号（健Ⅱ）（地域））等における以下の点などについ

て改めて周知をお願いするものです。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、郡市区医師会及

び関係医療機関に対する周知方、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

・外来でコロナ疑い患者を診療する場合は、インフルエンザ流行時に準じた対応 （空

間的時間的隔離、換気、マスク、優先診察などによる対応）が可能であること 

・様々な状況に応じた個人防護具の選択 

・病棟単位のゾーニングを行わなくても、病室単位でのゾーニングによる柔軟で効率

的な病床の活用が可能であること 

 

（参考） 

現下の感染状況を踏まえたオミクロン株の特性に応じた検査・保健・医療提供体制の点検・強化につい

て（令和４年７⽉７⽇付⽇医発第 666 号（地域）（健Ⅱ）（介護）（医経）参照） 

日本環境感染学会「医療機関における新型コロナウイルス感染症への対応ガイド第４版」 

（令和３年 11 月 22 日） 

http://www.kankyokansen.org/modules/publication/index.php?content_id=10 

https://www.med.or.jp/dl-med/kansen/novel_corona/2022ken2_605.pdf
https://www.med.or.jp/dl-med/kansen/novel_corona/2022ken2_605.pdf
file://///jmasv/ken2/chiiki3/yuasa%25E7%2594%25B7/siryou/2022chi_666.pdf
http://www.kankyokansen.org/modules/publication/index.php?content_id=10
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厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部 
厚 生 労 働 省 医 政 局 総 務 課 
厚 生 労 働 省 医 政 局 地 域 医 療 計 画 課 

 
 

効果的かつ負担の少ない医療現場における感染対策の徹底について 
 
 新型コロナウイルス感染症対策については、日々御尽力及び御協力を賜り厚
く御礼申し上げます。 
標記につきましては、「現下の感染状況を踏まえたオミクロン株の特性に応じ

た検査・保健・医療提供体制の点検・強化について」（令和４年７月５日付け事
務連絡）において、「効果的かつ負担の少ない医療現場における感染対策につい
て」（令和４年６月 20 日付け事務連絡）及び「医療機関における新型コロナウイ
ルス感染症への対応ガイド第４版」（令和３年 11 月 22 日日本環境感染学会）（以
下「６月 20 日付け事務連絡等」という。）を改めて御紹介し、以下の点などをお

示ししてきたところです。 

・外来でコロナ疑い患者を診療する場合は、インフルエンザ流行時に準じた対
応（空間的/時間的隔離、換気、マスク、優先診察などによる対応)が可能で
あること 

・様々な状況に応じた個人防護具の選択 
・病棟単位のゾーニングを行わなくても、病室単位でのゾーニングによる柔軟
で効率的な病床の活用が可能であること 

 こうした中、「フル PPE （マスク・手袋・帽子・ガウン） を必須としたり、
病棟単位のゾーニングの施設が多い」や、「時間・空間的分離を厳格に実施して
いる外来施設が多い」など、６月 20 日付け事務連絡等の内容が十分に浸透して
いない旨の指摘もなされております。 
 つきましては、６月 20日付け事務連絡等でお示しした取組を参考に、地域の

医療機関で感染管理措置を講じる体制の構築が一層進むよう、改めて同事務連
絡を貴管内の医療機関等や地域の医師会等の関係者に周知いただきますようお
願いいたします。 
 

（参考） 
「効果的かつ負担の少ない医療現場における感染対策について」（令和４年６月
20日付け事務連絡） 

https://www.mhlw.go.jp/content/000953531.pdf 

https://www.mhlw.go.jp/content/000953531.pdf

